






 

川崎病による冠動脈疾患に対する冠動脈バイパス術(CABG)において,従来用いられてきた

自己大伏在静脈グラフト(SVG)は遠隔期開存性に問題があるとされているのに対して,内胸

動脈グラフト(IMA)は良好な開存性が指摘されている。しかしながら,両グラフトの経時的

変化を定量的に評価した報告はない。そこで,冠動脈造影検査を通じて,術後早期並びに遠

隔期でのバイパスグラフトの長さと内径を定量的に求め,IMAとSVGの経時的変化を評価し

て,“生きている"IMA の成長性を検討した。 


